
医療機 関名 医師名
腹
腔
鏡

子
宮
鏡

卵
管
鏡

待ち時間

高 の原中央 谷 口文章 157 25 3か月
替はらだ医院 房1日日

'青

イ〒 3か月
県 1県立 奈良 河  元洋 56 34 1～ 2か月
近畿 大学 奈良 小畑孝 四郎 35 3か月
佐伯 医院 佐伯理男 149 42 1～ 2か月
曇足立 矢野樹理 1か月
蔚1伊藤 伊藤将 史 109 1 6か月
府立 医大 Jヒ島協  力或 44 2か月
大阪 中央 傷臓賞旨輩圭――良Б 659 6-8か 月
大阪中央 松 本  貴 6～ 8か月

磯1大岬医大
奥 田喜代司
・ 寺井義人 153 3か月

府 1府立急性期・総合医療セ ヤケ本寸遅ヨ雇夢 18 1か月半 ～ 3か月
阪和住吉総合 井本広済 68 1かり呵
大 阪市立 総合 医療 セ 康  文豪 50 3～ 6か月
裂 1岩橋医院 岩橋五郎 3か月
買 1奥村医院 向林  学 23 半 月～ 1か月

2008年 (平成20年 )8月 3日 (日曜日)  誼     墨肇    彙 F    F_・

病院の実力 「婦人科内視鏡」
医師別 2007年治療実績 (言売売新聞調べ )

「セ」はセンター。「卵管鏡」の件数は、卵管鏡下卵管形成術の件
数。複数の医師が同一施設にいる場合、施設全体の治療数が多い順
に並べた。

「定期的に検診を受
け、早期に発見すれ

ばひ ど
｀
くなる前に

'台療が出来る」と谷 口

産婦人科部長

ｘ
奈
良
編

Ｆ
一

婦
人
科
の
手
術
は
お
な
か
を
大

き
く
切
る
開
腹
手
術
が
主
流
だ

が
、傷
跡
を
ほ
と
ん
ど
残
さ
な
い

内
視
鏡
手
術
は
患
者
に
と
っ
て
望

ま
し
い
方
法
だ
。特
有
の
技
術
や

経
験
が
必
要
な
た
め
、日
本
産
科

婦
人
科
内
視
鏡
学
会
の
技
術
認
定

医
に
個
人
の
治
療
実
績
を
尋
ね

た
。地
域
版
で
は
、治
療
法
別
の
件

数
、待
ち
時
間
な
ど
を
掲
載
す
る
。

【対
象
に
な
る
病
気
】
内
視
鏡

が
特
に
威
力
を
発
揮
す
る
の
は
、

子
宮
筋
腫
、
子
宮
内
膜
症
や
良
性

の
卵
巣
腫
瘍
、
不
妊
の
原
因
に
な

る

卵

管

の
詰

ま

り

な

ど

の

治

療

だ
。
い
ず
れ
も
命
に
は
か
か
わ
ら

な
い
病
気
な
の
で
、
定
期
的
に
医

療
機
関
を
受
診
し
て
経
過
を
観
察

し
た
り
、
薬
で
症
状
を
緩
和
し
た

り
す

る

だ
け

で
済
む

こ
と

が

多

た
だ
し
、
強
い
月
経
痛
が
あ

っ

た
り
、
不
妊
の
原
因
に
な

っ
た
り

す
る
場
合
な
ど
に
は
手
術
を
考
え

る
。

【
内
視
鏡
の
種
類
】
婦
人
科
の

内
視
鏡

に
は
、
腹
腔

鏡

、

子
宮

鏡
、
卵
管
鏡
が
あ
り
、
医
師
に
よ

っ
て
得
意
分
野
が
違
う
。

高
の
原
中
央
病
院

（奈
良
市
右

京
）
の
産
婦
人
科
郡
帳
の
谷
口
牧

障
医
師
は

「子
宮
筋
腫
や
卵
巣
嚢

腫
の
大
き
さ
や
症
状
に
応
じ
て
、

内
視
鏡
手
術
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
判

断
す
る
」
と
話
す
。

内
視
鏡
手
術
を
勧
め
る
ケ
ー
ス

腹
腔
鏡
は
、
お
な
か
に
数
か
所
、

―
考
前
後
の
小
さ
い
穴
を
開
け
、

小
型
カ
メ
ラ
で
内
部
を
の
ぞ
き
な

が
ら
手
術
を
行
う
。
子
宮
筋
腫
、

子
宮
内
膜
症
、
良
性
の
卵
巣
腫
瘍

な
ど
、
良
性
の
婦
人
科
の
病
気
な

ら
ほ
と
ん
ど
に
対
応
で
き
る
。

子
宮
鏡
は
、
腔
か
ら
器
具
を
入

れ
、
子
宮
の
内
側
に
飛
び
出
た
子

宮
筋
腫
な
ど
を
削
り
取
る
。
外
見

上
、
傷
が

で
き
な
い
の
が
利
点
だ

が
、
子
宮
の
内
側
の
病
気
だ
け
し

か
対
象
に
な
ら
な
い
。

卵
管
鏡
は
、
不
妊
の
原
因
に
な

と
し
て
▽
月
経
痛
が
あ
る
▽
子
ど

も
が
出
来
な
い
▽
貧
血
が
あ
る
▽

下
腹
部
や
腰
の
痛
み
や
頻
尿
な
ど

の
症
状
が
強
い
▽
子
宮
筋
腫
の
場

合
、
無
症
状
だ
が
、
し
こ
り
が
お

な
か

を
触

っ
て
分

か

る
大

き
さ

で
、
患
者
さ
ん
に
不
安
が
あ
る
、

な
ど
を
挙
げ
、

「
筋
腫
は
症
状
が

な
く
約
２
～
３
考
の
場
合
は
経
過

観
察
。
嚢
腫
は
、
５
考
を
超
え
る

と
手
術
す

べ
き
」
。

ま
た
、
治
療
は

「
患
者
さ
ん
の

生
活
を
考
え
、
負
担
の
少
な
い
方

法
を
選
ぶ
」
と
強
調
す
る
。
家
事

や
仕
事
な
ど
で
手
術
が
出
来
な
い

場
合
は
、
薬
で
様
子
を
見
る
こ
と

も
。
ま
た
、
内
視
鏡
手
術
で
は
腹

部
に
４
か
所
の
穴
を
開
け
る
方
法

も
あ
る
が
、

へ
そ
と
両
下
腹
部
の

る
卵
管
の
詰
ま
り
を
解
消
す
る
の

に
使
う
。
直
径
約
１
、ガ
の
ご
く
細

い
管
を
、
腟
か
ら
子
宮
を
通
じ
て

卵
管
に
入
れ
る
。
治
療
で
自
然
妊

娠
が
期
待

で
き
る
。

【
待
ち
時
間
】
内
視
鏡
手
術
の
対

象

の
ほ
と

ん

ど

は

良

性

の
病
気

で
、
急
ぐ
必
要
が
な

い
こ
と
が
多

い
。
た
だ
し
、
専
門
医
が
少
な
い
の

で
、
手
術
を
受
け
る
ま

で
に
順
番

待
ち
に
な
り
が
ち
だ
。
標
準
的
な

待
ち
時
間
を
示
し
た
。
症
状
が
急

に
進
ん
だ
り
、
古
同
齢

で
妊
娠
を
希

望
し
た
り
す
る
場
合

に
は
早
め
に

手
術
を
す
る
と
答
え
た
医
師
も
い

た
。丼

全
国
の
調
査
結
果
は

「
く
ら

し
健
康
面
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
　

し
た
。

３
か
所
の
み
に
メ
ス
を
入
れ
る
方

法
を
採
用
し
て
い
る
。

さ
ら
に

「
直
腸
や
尿
管
、
膀
脱

近
く

に
深
く

浸

潤
し
た

子
宮

内

膜
症

で
、
臓
器

同
士

や
臓
器

と

腹
膜
が
癒
着

し

た
ケ

ー

ス
は

、

手
技
が
難

し
い

が
、
癒

着
を

の

け

て
、
出
来
る

限
り

子
宮
内
膜

症
を
摘
出
す
る

方
法
を
行

っ
て

い
る
。
年

間
６０

件

弱
は

行

っ
て

い
る
」
と

い
い

、
　
三

般
的

な

電
気
メ

ス
や

レ

ー
ザ

ー

で
焼

く

治
療
よ
り
も

、

再
発

の
割
合

が

減
る
」
と
い
う

。

そ
の

う
え

で
、
手

術

の
対
象

と
な
る

子
宮
筋
腫
や
卵
巣
嚢
腫
、

子
宮

内
膜

症

に

つ
い

て
、

「
決

め
手

に
な
る
予
防
法
は
な
い
が
、

早

期
発
見
す
れ
ば

、

ひ
ど
く
な

る

前

に
治
療
が

で
き

る
。
１
年

に

１
、
２
回
は
婦
人
科

で
検
診

を

受
け

て
ほ
し
い
」
と

呼

び
か

け
る
。

田
電

た
よ
り
楽
だ

っ
た

奈
良
市
内
　

王ヽ
婦
（
５６
）

昨
年
１０
月
末
、
人
間
ド

ッ
ク
で

卵
巣
嚢
腫
の
疑
い
が
指
摘
さ
れ
、

３
月

に
精

密
検

査

を

し

た
と

こ

ろ
、
嚢
腫
が
見

つ
か
り
ま
し
た
。

確
か
に
、
振
り
返
る
と
、
下
腹
部

に
コ
ロ
コ
ロ
と
転
が
る
し
こ
り
が

あ
り
、
下
腹
部
が
ふ
く
れ
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
し
た
。
腫

瘍
が
大
き
く
な

っ
て
い
た
の
で
、

内
視
鏡
手
術
で
右
の
卵
巣
、
卵
管

を
摘
出
し
ま
し
た
。
次
の
日
に
は

歩
い
て
ト
イ
レ
に
行
く

こ
と
も
で

き
、
思

っ
た
よ
り
も
楽
な
手
術
で

ほ
と
ん
ど
　
さ
ず

一一一同 筋
腫
の
大
き
さ
、症
状
で
時
期
判
断


